
天
秤
棒
一
本
で
行
商

「
甲
州
財
閥
」
は
明
治
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
、
鉄
道
や

ガ
ス
、
電
気
、
銀
行
な
ど
幅
広

い
事
業
に
参
入
し
、
日
本
財
界

の
一
大
勢
力
と
な
っ
た
県
出
身

の
実
業
家
た
ち
の
総
称
だ
。
そ

の
〝
開
祖
〟
と
し
て
君
臨
し
た

の
が
若
尾
逸
平
で
あ
る
。

若
尾
は
明
治
維

新
か
ら
約
50
年

遡さ
か
の
ぼ

っ
た
文
政
３

（
１
８
２
０
）
年
、

巨
摩
郡
在
家
塚
村

（
現
南
ア
ル
プ
ス
市

在
家
塚
）
の
貧
農
に

生
ま
れ
た
。
水
に

乏
し
く
、「
月
夜
で

も
焼
け
る
」
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
痩
せ

た
土
地
で
採
れ
た

た
ば
こ
や
綿
な
ど
を
天
秤
棒
一

本
に
担
ぎ
、
20
代
で
行
商
生
活

を
ス
タ
ー
ト
。
甲
府
や
江
戸
を

往
来
し
な
が
ら
数
々
の
苦
難
を

乗
り
越
え
、
商
才
と
不
屈
の
精

神
を
磨
い
て
い
っ
た
。

や
が
て
激
動
の
幕
末
を
迎

え
、
横
浜
港
開
港
に
商
機
を

見み
い
だ出
し
た
若
尾
は
、
外
国
人
相

手
に
甲
州
産
の
生
糸
や
水
晶
を

売
り
さ
ば
い
て
財
を
成
す
。
甲

府
市
山よ

う
だ田
町（
現
中
央
２
丁
目
）

に
若
尾
本
店
を
構
え
て
製
糸
業

に
も
参
入
し
た
ほ
か
、
山
梨
中

央
銀
行
の
前
身
・
興
益
社
（
後

の
第
十
国
立
銀
行
）
設
立
に
携

わ
っ
た
。

公
益
性
の
高
い
事
業
に
投
資

さ
ら
に
西
南
戦
争
後
の
「
松

方
デ
フ
レ
」
で
土
地
を
集
積
し

県
内
一
の
地
主
へ
と
成
長
す
る

掌
握
し
た
。
鉄
道
の
発
展
と
共

に
電
力
使
用
量
は
拡
大
。
ま
さ

に
若
尾
の
予
言
が
的
中
し
た
。

中
央
線
の
開
通
に
尽
力

商
人
と
し
て
の
基
盤
を
確
立

し
て
い
く
に
つ
れ
、
社
会
的

地
位
も
向
上
し
た
。
明
治
22

（
１
８
８
９
）年
、
甲
府
に
市
制

が
施
行
さ
れ
る
と
、
初
代
市
長

に
就
任
。
続
い
て
貴
族
院
議
員

と
な
り
、
鉄
道
会
議
メ
ン
バ

ー
と
し
て
中
央

線
の
開
通
に
尽

力
し
た
。
近
代

日
本
の
基
盤
形

成
に
貢
献
し
た

若
尾
の
偉
業
は
、

今
も
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
息
づ
い
て
い
る
。

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

開
国
橋
建
設
に
出
資

若
尾
は
故
郷
の
発
展
に
も
力

を
入
れ
た
。
行
商
時
代
、
在
家

塚
か
ら
甲
府
へ
の
道
を
さ
え
ぎ

っ
た
釜
無
川
に
橋
を
架
け
る
計

画
が
持
ち
上
が
る
と
、
一
も
二

も
な
く
賛
成
。
貧
困
な
村
財
政

で
は
負
担
し
き
れ
な
か
っ
た
建

築
費
用
７
７
５
２
円
の
約
３

分
の
１
に
当
た
る
２
５
０
０

円
を
出
資
し
た
。
明
治
32

（
１
８
９
９
）年
、
木
製
の
「
開

国
橋
」
が
完
成
。
名
称
は
若
尾

が
「
我
が
峡
の
進
運
を
敏
速
な

ら
し
む
る
」
と
の
意
味
を
込
め

て
命
名
し
た
。

若
尾
と
開
国
橋
を
め
ぐ
っ
て

は
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残

る
。
野
呂
川
疎
水
事
業
に
つ

い
て
西に

し
ご
お
り郡
（
釜
無
川
以
西
の
地

域
）の
有
志
と
話
し
合
う
た
め
、

番
頭
を
お
供
に
人
力
車
で
開
国

橋
を
渡
っ
た
と
き
の
こ

と
だ
。

番
頭
が
橋
番
に
橋
銭

を
払
う
と
若
尾
は
、
建

設
費
を
支
援
し
た
自
分

が
橋
銭
を
取
ら
れ
る
は

ず
が
な
い
と
主
張
。
番

頭
に
取
り
戻
し
て
く
る

よ
う
命
じ
た
。
し
か
し

番
頭
は
わ
ず
か
一
銭
を

取
り
戻
す
の
は
ば
つ
が

悪
か
っ
た
た
め
「
そ
の

一
銭
は
私
が
出
し
ま

す
」
と
答
え
る
と
、
若

尾
の
怒
り
が
爆
発
。「
逸

平
が
お
前
か
ら
一
銭
の

援
助
を
受
け
ら
れ
る
か
。
出
さ

な
く
て
い
い
も
の
を
出
す
、
お

前
の
考
え
が
惜
し
い
。
こ
れ
か

ら
世
に
出
る
若
い
者
が
そ
ん
な

こ
と
で
ど
う
す
る
」
と
処
世
の

演
説
を
始
め
た
。

橋
の
た
も
と
で
若
尾
を
出
迎

え
よ
う
と
し
て
い
た
在
家
塚
な

ど
の
有
力
者
た
ち
は
、
こ
の
演

説
に
耳
を
傾
け
、「
逸
平
翁
橋
銭

百
文
の
演
説
」
と
し
て
西
郡
の

語
り
草
に
な
っ
た
と
い
う
。

一
代
で
巨
財
を
成
し
た
若
尾

だ
が
、
商
才
と
努
力
だ
け
で
な

く
、
勤
倹
節
約
も
そ
の
一
助
と

な
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
逸

話
で
あ
る
。

と
、
日
本
の
近
代
化
を
担
う
企

業
に
次
々
と
投
資
し
て
い
っ

た
。「投

資
す
る
な
ら
将
来
性
の

あ
る
乗
り
物
と
あ
か
り
だ
」。

後
に
「
鉄
道
王
」
と
呼
ば
れ
た

根
津
嘉
一
郎
に
そ
う
説
く
な

ど
、
鉄
道
と
電
力
へ
の
投
資
の

有
望
性
に
早
く
か
ら
目
を
付
け

て
い
た
若
尾
は
、
東
京
馬
車
鉄

道
（
現
東
京
都
電
車
）
を
買
収
。

甲
州
財
閥
は
そ
の
後
20
年
以
上

に
わ
た
り
、
東
京
の
鉄
道
経
営

の
中
心
に
い
た
。

次
に
買
収
に
成
功
し
た
の
が

当
時
「
日
本
一
の
会
社
」
と
い

わ
れ
た
東
京
電
灯
（
現
東
京
電

力
）だ
。
若
尾
は
根
津
嘉
一
郎
、

小
池
国
三
ら
甲
州
財
閥
の
資
金

力
を
総
動
員
し
て
、
経
営
権
を

山
梨
県
は
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
偉
人
を
数

多
く
輩
出
し
て
い
る
。
自
主
性
、
公
共
性
、
開
拓
精
神
と
い

う
甲
州
人
の
気
風
に
基
づ
い
た
先
人
た
ち
の
挑
戦
と
功
績

を
紹
介
す
る
。

（山梨中銀金融資料館所蔵）

若
尾
本
店（
出
典
：「
若
尾
逸
平
」）

昭
和
８
年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
な
る

前
の
木
製
の
開
国
橋（「
白
根
町
誌
」所
収
）

広
告
の
お
問
い
合
わ
せ
は　

山
梨
新
報
社
ま
で
☎
０
５
５（
２
３
７
）８
１
２
１

Ｐ
Ｒ
特
集

新
時
代
を
拓
い
た

郷
土
の
先
人
た
ち

近
代
日
本
の
基
盤
形
成
に
貢
献

近
代
日
本
の
基
盤
形
成
に
貢
献

甲
州
財
閥
率
い
鉄
道
、電
気
に
投
資

甲
州
財
閥
率
い
鉄
道
、電
気
に
投
資

甲
州
財
閥
の
開
祖

若
尾
逸
平
（
１
８
２
０
―
１
９
１
３
）

偉
人
の
言
葉

偉
人
の
言
葉

株
を
買
う
な
ら
将
来
性
が
無
け
れ
ば
望
み
が
な
い
。

そ
れ
は「
乗
り
物
」と「
あ
か
り
」だ
。


